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回答・解説 

 

1. ３秒を逃れるためにエンドラインに出た。ヴァイオレイションは免れた？ 

回答：３秒オーバーを逃れるためにエンドラインに出ても３秒過ぎればオーバータイムです。 

 

2. 4P残り 2’05”得点が入った。ボールが転がってショットクロックの表示が 1’58”。入れられたチームの交代は 

できますか？ 

回答：4Pの 2分以内で得点された事が条件なので、交代はできません。 

 

3. A1が外に出そうになったボールをコート内からジャンプしてつかみコートの外に倒れていた B1にぶつけた。ス

ロー・インはどっちのチーム？ 

回答：最後に触れたのが B1なので、チーム Aのスロー・インで再開です。 

 

4. ３点ビハインド、4ピリオド残り時間わずかの状況。ゴール下にドライブした A1（ショット動作中）に対してフ

ァウルが吹かれた。僅かに遅れてゲーム終了の合図が鳴り、A1は一連の動作でボールをリリース、ボールはリン

グを通過した。Aチームは勝てた？ 

回答：シューターがボールをリリースする前に、ゲームが終わっているので、ボールがリングを通過しても得点 

は認められません。シューターに対するファウルの処置 2個のフリースローを A1に与えてゲームは終わ 

ります。チーム Aは勝つ事ができません。 

 

5. A1がショットしたボールが空中にあるときにショットクロック合図が鳴った。4回ファウルしていた B2が A2を

押してファウルが吹かれた。ボールはリングに触れなかった。B2は退場になりますか？ 

回答：ショットクロック・ヴァイオレイションが優先され、ファウルは取り消されます。B2はまだプレイをする 

事ができます。 

 

6. 4P残り 1’44”。自分たちが得点を入れたとき、相手チームの交代があったのでタイムアウトを請求した。このタイ

ムアウトは認められる？ 

回答：得点の後は、得点されたチームだけにタイムアウトが認められるのですが、そのチームが交代やタイムア 

ウトを取ったときは得点したチームにもタイムアウトが認められます。リーガルです。 

 



 

 

7. リバウンドボールをつかんだプレイヤーがドリブルせずにバックボードにボールをはずませて移動してショット

した。ボールはリングを通過した。 

得点ですか？ 

回答：得点です。バックボードにボールをはずますのはドリブルをしたと同じです。 

 

8. ドリブルしてドライブしたプレイヤーがバックボードにボールをはずませ、移動してダンクした。ショットは成功

した。 

得点ですか？ 

回答：得点は認められません。 

ドリブルした後バックボードにボールをはずませてつかんでいるのでダブルドリブルのヴァイオレイショ 

ンです。 

 

9. 得点を入れられエンドラインからスロー・インしようとした A1は、ほかのプレイヤーをディフェンスするために

後ろを向いている B1の背中にボールを当て、コート内に移動してボールをつかんでプレイを続けた。これってリ

ーガル？ 

回答：リーガルです。 

 

10. A1がショットし、リバウンドのボールを A2が大きくバックコートにタップした。追いかけた A3がバックコー

トでボールをつかんだ。これってバックパス？ 

回答：バックパスではありません。リーガルです。 

バックパスの条件は、①フロントコートでのボールのコントロール②フロントコートでのラストタッチ 

③バックコートでのファーストタッチです。 

この場合、フロントコートでのコントロールがありません。 

 

 

結果はいかがでしたでしょうか？ 

 

ルールや審判に興味がある方は、大会期間中など、品川区バスケットボール連盟審判部にお声掛け下さい。 
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